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533 嫌 気性流動床 に よ る焼 酎蒸留廃液の 処理

（熊大 ・ 工 殊 田建次、有薩泰彦 、 安恆寿人 、 園田頼和 、

（H 立 造船）大部正 明 、 近 藤達 郎

1 ，目的　焼 酎 の 増 産 に 伴い 副生 す る蒸留廃液の 処理 と有効利 用 は早急に 解決す べ き技術

課題 で あ る 。 本研究で は麦焼 酎蒸留廃液 を取 り上 げ 、 嫌気性流動床 に よる廃液処理の 検討

を、 ラボ お よび バ イ n ッ トス ケール で行 っ た 。 また 、 得 られ た成果 に 基 づ き概念 設計お よ

び 経済評 価を行 っ たの で 報告 す る 。

2 ．方法 （i）固形物を 除去 した麦焼酎蒸留廃液 を 5 倍希 釈 した後 、 実験 に 用 い た 。 また、

O 社 高温消化汚 泥を種汚泥 と し て 用 い た 。 （ii＞ク リス トバ ラ イ ト、 バ P ・ミ ュ キ ュ ラ イ トな

どの 天 然鉱石 、 粘土 の 造粒焼 成物 お よび 桜島 降灰な ど を用 い 、 物性 試験 お よび 嫌気性処 理

試験 を行 い 、 付着用担体 と しての 性能を評 価 し た 。 　 （iii）単相式お よび 二 相式 高温メ タ

ン 発酵に よ り廃液を嫌気的に 処理 し、両 プ ロ セ スの 性能を評価 した 。 単槽式 リア ク タ
ー

は

流 動床型 で 、 二 相式の 酸生成 お よびガ ス 生 成 リ ア ク タ ーはそ れ ぞ れ 完全 混合型 、 流動床型

と した 。 （iv） Fig．1に示 す よ うに 固液分離 ・ メ タ ン 発酵 ・ 好気性処 理工 程か らな るバ イ ロ

ッ トブラ ン 5を 試作 し 、 ラボ スケ ー
ル で 得 られ た結果の 検証 を試み た 。 （v ）パ イ ロ ッ トテ

ス トの 結果 に基 づ き 、 年間稼 働日 数 を240日 と して 5〜 300m3／dの プラ ン トの 経 済 評価を行

っ た 。

3 ．結果　（1）ク リス トバ ラ イ トは表面積 約 50m2 ／gと大 き く流動性 に も優れ て い た 。 また 、

ベ プ トン 、 肉エ キ ス か らな る合成廃水（TOC　 2 ， 100mg／1）の 嫌気 性処理 に お い て も ク リス ト

バ ラ イ トを 用 い だ 場合 、 TOC 負荷 10g／1／d の 高負荷 に おい て 約 78％ の TOC除去率 が 得 ら れ

た 。 以上 の 結果 か ら 、 検討 した中で は付 着 用 担 体 と して ク リス トバ ラ イ トが最も 優れ て い

た 。 　（iD 単相式高温 メ タン発 酵に よ り 10g／1／dの 最大 Toc負荷 が 得 られ 、 こ の 時の Toc除
去率 は約 80 ％で あ っ た 。 ま た 、 発生 ガ ス 中の メ タン 含量 お よび ガ ス 発生速度 はそ れぞ れ 約

61％ 、 101 ／1／dで あ っ た 。 除去 TOC 当 りの ガ ス 収率 は 、　 i．61 ／gとな り、 理論値の 85％ と

高い もの で あ っ ね 。

一
方 、 二 相式 メ タン 発酵 に おい て は酸生 成反応 に よ り生成さ れ る有機

酸漓度が 4 ，000〜9 ，00emg／iと変動 し、 また、ガ ス生成 反 応 の 最 大 TOC 負荷 が 5g／1／dと単

相 式に 比 べ 低い も の で あ っ た 。 （iii）メ タン発酵 工程 で は Fig。2に 示 す よ う に TOC 負荷

9．3g／1／dで 約 78％ の TOC除去率 が達成さ れ 、 発生 ガ ス 中の メ タ ン 含量 および ガ ス 発生速度

も それぞ れ約 58％ 、 10．41 ／1／dとほ ほ1ラ ボ テ ス トの 結果 を検証 す る ことが で きた 。 また 、

好気性処理工 程で は TOC 負荷 2g／1／dの 条件で 85％ の TOC除去率が 得 られ、全体 と して 約

97％ の TOC 除去率が達 成され た。 こ の 条件に お い て 5 倍希釈 廃液の BOD　 12， 500mg／1が約 80

mg ／1まで 除去 され て お り、　 BOD除去 率 は 99．4％ と高 い 値で あ っ た 。 （vi ）処理 費は 廃液量 が

多 くな る程指数関数的に 低減 し 、 100m3／dの 規模で 700円加
3
廃液 と海洋投棄 に比 べ 50％ 以

下 に な る 。 また 、 10m3〆dの 小規模プラ ン トに お い て も

処理黄は3，200円／m3廃 液で あ り 、 本プ ラ ン トに よる方

式 は極めて 実用性 の 高い もの とい え る。
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